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今
ま
で
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、
あ
り
が
と
う
・
・
・

上郷小学校

田子中学校

   また絶対会おうね！
ご卒業　おめでとうございます
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３
月
中
旬
、
町
内
の
小
中
学
校
で
卒
業
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
３
月
11
日
田
子
中
学
校
で
は
30
名

の
生
徒
が
学
び
舎
を
巣
立
ち
ま
し
た
。
希
望
に
満

ち
溢
れ
た
生
徒
た
ち
の
姿
は
と
て
も
頼
も
し
く
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。
３
月
17
日
は
町
内
の
小
学
校
で

総
勢
34
名
の
児
童
が
卒
業
を
迎
え
ま
し
た
。
上
郷

小
学
校
、
清
水
頭
小
学
校
で
は
最
後
の
卒
業
式
と

な
り
、
両
校
の
伝
統
と
誇
り
を
胸
に
刻
み
、
思
い

出
の
詰
ま
っ
た
学
び
舎
を
旅
立
ち
ま
し
た
。

思
い
出
を
胸
に
か
み
し
め
て
・
・
・

清水頭小学校

田子小学校

こ
れ
か
ら
の
多
く
の
出
会
い
を
期
待
し
て
!!

ご卒業　おめでとうございます
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議案番号 上程議案の件名と主な内容 議決結果

議案第１号 令和５年度田子町一般会計予算について 原案可決
（賛８・否０）

議案第２号 令和５年度田子町国民健康保険事業勘定特別会計予算について 原案可決
（賛８・否０）

議案第３号 令和５年度田子町後期高齢者医療特別会計予算について 原案可決
（賛８・否０）

議案第４号 令和５年度田子町介護保険事業勘定特別会計予算について 原案可決
（賛８・否０）

議案第５号 令和５年度田子町国民健康保険町立田子診療所及び介護老人保健施設事業特別会計予算について 原案可決
（賛８・否０）

議案第６号 令和５年度田子町水道事業特別会計予算について 原案可決
（賛８・否０）

議案第７号 田子町タプコピアンプラザ及び田子町ケーブルテレビジョンに係る指定管理者の指定について 原案可決
（賛８・否０）

議案第８号 田子町学童保育施設に係る指定管理者の指定について 原案可決
（賛８・否０）

議案第９号 田子町集会施設等に係る指定管理者の指定について 原案可決
（賛８・否０）

議案第10号 議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について 原案可決
（賛８・否０）

議案第11号 田子町特別職の職員の給料等に関する条例の一部改正について 原案可決
（賛８・否０）

議案第12号 職員の給与に関する条例の一部改正について 原案可決
（賛８・否０）

議案第13号 田子町個人情報の保護に関する条例の制定について 原案可決
（賛８・否０）

議案第14号 田子町情報公開・個人情報保護審査会条例の制定について 原案可決
（賛８・否０）

議案第15号 田子町教職員住宅使用料条例の一部改正について 原案可決
（賛８・否０）

議案第16号 田子町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について 原案可決
（賛８・否０）

議案第17号 田子町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について 原案可決
（賛８・否０）

議案第18号 田子町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正について 原案可決
（賛８・否０）

議案第19号 田子町国民健康保険条例の一部改正について 原案可決
（賛８・否０）

議案第20号 田子町道路占用料等徴収条例の一部改正について 原案可決
（賛８・否０）

議案第21号 田子町固定資産評価審査委員会委員の選任について 原案可決
（賛８・否０）

議案第22号 田子町教育委員会委員の任命について 原案可決
（賛８・否０）

議案第23号 青森県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の増加及び青森県市町村総合事務組合の規約の変更について 原案可決
（賛８・否０）

議案第24号 町道路線の変更について 原案可決
（賛８・否０）

議案第25号 令和４年度田子町一般会計補正予算（第９号）について 原案可決
（賛８・否０）

議案第26号 令和４年度田子町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第４号）について 原案可決
（賛８・否０）

議案第27号 令和４年度田子町介護保険事業勘定特別会計補正予算（第２号）について 原案可決
（賛８・否０）

議案第28号 令和４年度田子町国民健康保険町立田子診療所及び介護老人保健施設事業特別会計補正予算（第４号）について 原案可決
（賛８・否０）

議案第29号 令和４年度田子町水道事業特別会計補正予算（第２号）について 原案可決
（賛８・否０）

議案第30号 令和４年度田子町一般会計補正予算 (第10号 )について 原案可決
（賛７・否０）

※議長は採決には加わりません。

　

令
和
５
年
第
１
回
定
例
会
が
３
月
３

日（
金
）か
ら
３
月
10
日（
金
）ま
で
の

８
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
３
日
に
は
諸
般
の
報
告
、
議
案

の
上
程
・
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
６
日
の
一
般
質
問
に
は
５
名
の

議
員
が
登
壇
し
多
岐
に
わ
た
り
活
発
な

議
論
が
か
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
日
、
施
政
方
針
に
対
す
る
質
問
は

１
名
の
議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。

　

３
月
８
日
に
は
議
案
の
審
議
、
議
案

の
付
託
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
日
、
予
算
特
別
委
員
会
が
設
置
さ

れ
、
令
和
５
年
度
一
般
会
計
と
特
別
会

計
予
算
に
つ
い
て
認
定
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

　

３
月
10
日
に
は
、
議
案
の
審
議
、
議

員
派
遣
の
件
、
各
常
任
委
員
会
に
係
る

所
管
事
務
調
査
の
承
認
、
令
和
５
年
度

の
議
会
議
員
旅
行
命
令
を
議
長
に
一
任

の
承
認
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
日
、
追
加
日
程
と
し
て
議
案
１
件

が
上
程
さ
れ
、
内
容
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
財
産
処
分
に
係
る
交
付
金
返
還

と
な
り
、
小
学
校
２
校
に
設
置
し
た
エ

ア
コ
ン
の
残
存
価
値
額
を
国
へ
返
還
す

る
も
の
で
、
承
認
と
な
り
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
田
子
町
議
会

　
第
１
回
定
例
会

　
あ
ら
ま
し
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一般質問

３月定例会では３月６日に一般質問が行われ、

５人の議員が町政について質問をしました。
内容は、質問した議員が要約し広報委員会が調整したものです。
ＴＣＶでは録画放送を行っていますので、ぜひご覧ください。

○欠端議員・・・Ｐ６
　・川岸の樹木について
　・田子町、三戸畜産農協、北里大学三者協定について
　・少子化（人口減少）について

○宮村議員・・・Ｐ７
　・子育て支援について

○宇藤議員・・・Ｐ８
　・町内自治会団体への支援体制について

○尾形議員・・・Ｐ９
　・観光と観光施設について
　・直売施設の在り方について

○山崎議員・・・Ｐ10
　・教育について
　・保健、医療、福祉について
　・生活環境について

一
般
質
問
っ
て
？
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町
で
は
河
川
の
維
持
管
理
の
た

め
、
樹
木
等
の
伐
採
に
要
す
る
予

算
を
確
保
し
、
要
望
が
あ
る
箇
所
に
つ

い
て
は
随
時
実
施
し
て
い
る
。
町
が
管

理
す
る
河
川
に
お
け
る
支
障
木
等
の
伐

採
及
び
利
用
に
つ
い
て
は
、
申
し
込
み

を
す
れ
ば
町
内
に
住
所
を
有
す
る
住
民

や
自
治
会
等
が
伐
採
し
利
用
で
き
る
事

に
な
っ
て
い
る
。
青
森
県
管
理
の
河
川

に
つ
い
て
も
同
様
の
制
度
を
行
っ
て
お

り
、
窓
口
と
し
て
町
建
設
課
で
も
受
け

付
け
て
お
り
ま
す
の
で
ご
相
談
頂
き
た
い
。

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
等
に
よ
り

思
う
よ
う
に
事
業
を
組
め
な
か
っ

た
と
聞
く
が
、
新
年
度
の
事
業
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
予
算
は
。

12
項
目
の
計
画
を
し
、
令
和
５
年

度
は
こ
の
中
か
ら
特
に
重
要
か
つ

緊
急
な
二
つ
の
実
証
事
業
と
畜
産
カ
レ

ッ
ジ
の
実
施
を
計
画
し
て
い
る
。
①
受

精
卵
に
よ
る
受
胎
率
向
上
、
高
付
加
価

及
び
出
産
さ
れ
た
方
を
対
象
に
５
万
円

ま
た
は
10
万
円
を
年
度
内
に
交
付
す

る
。町
が
実
施
し
て
い
る
子
育
て
事
業
、

少
子
化
対
策
の
内
、
主
な
も
の
と
し
て

は
18
歳
ま
で
医
療
費
全
額
助
成
、
幼
児

の
副
食
費
３
分
の
１
助
成
、
２
歳
児
以

下
の
保
育
料
３
分
の
１
助
成
、
結
婚
祝

い
金
、
小
中
高
生
へ
の
入
学
祝
い
金
、

高
校
生
へ
の
就
学
継
続
支
援
給
付
金
、

町
外
通
勤
者
へ
の
通
勤
助
成
、
町
外
か

ら
の
移
住
者
向
け
の
家
賃
助
成
、
縁
結

び
及
び
、
同
窓
会
事
業
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
等
が
あ
る
。

人
口
動
向
は
。

町
の
令
和
２
年
度
末
の
住
民
基
本

台
帳
人
口
は
５
２
２
０
人
、
３
年

度
末
は
５
０
８
４
人
と
な
っ
て
お
り
、

国
立
社
会
保
障
人
口
問
題
研
究
所
の
推

計
に
よ
る
人
口
と
比
較
し
た
場
合
、
令

和
２
年
度
で
は
２
４
３
人
の
増
、
三
年

度
で
は
２
１
７
人
の
増
、
と
町
の
人
口

が
推
計
値
を
上
回
っ
て
い
る
。

仕
事
づ
く
り
を
行
い
、
結
婚
か
ら

始
ま
る
子
育
て
支
援
の
充
実
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
が
ど
う
か
。

検
討
し
ま
す
。

川
岸
の
樹
木
等
の
所
有
・
管
理
は

ど
こ
の
管
轄
な
の
か
。

河
川
を
管
理
し
て
い
る
国
・
県
・

市
町
村
と
な
り
、
町
で
管
理
し
て

い
る
河
川
に
生
え
て
い
る
樹
木
等
に
つ

い
て
は
町
の
所
有
で
あ
り
、
管
理
は
建

設
課
と
な
る
。

そ
う
い
っ
た
木
を
切
っ
て
処
分
し

て
貰
え
な
い
の
か
。

値
の
子
牛
生
産
の
実
施
と
検
証
。（
内

容
）
市
場
性
の
高
い
系
統
の
雌
牛
を
借

り
受
け
付
加
価
値
の
高
い
精
液
を
購
入

し
て
受
精
卵
作
成
、
移
植
、
分
娩
、
出

荷
。
②
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
省

力
化
に
向
け
た
実
証
と
検
証
。（
内
容
）

北
里
大
学
が
関
わ
っ
て
開
発
し
た
「
分

娩
前
後
の
行
動
を
カ
メ
ラ
で
検
知
す
る

シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
し
分
娩
前
後
の
省

力
化
の
検
証
を
行
い
他
社
が
開
発
し
た

発
情
を
検
知
す
る
シ
ス
テ
ム
も
導
入
し

て
発
情
時
期
の
見
逃
し
に
よ
る
損
失
の

分
析
と
検
証
。
③
畜
産
カ
レ
ッ
ジ
（
内

容
）
飼
養
衛
生
管
理
や
受
精
卵
技
術
、

情
報
通
信
技
術
の
現
状
な
ど
の
基
礎
的

な
勉
強
。
全
体
の
予
算
額
は
負
担
金
と

補
助
金
合
計
額
で
、
５
３
０
万
円
。
内

訳
、
畜
産
カ
レ
ッ
ジ
開
催
に
41
万
円
、

受
精
卵
事
業
に
１
０
１
万
円
、
情
報
通

信
技
術
事
業
に
３
８
８
万
円
の
予
定
。

前
回
、
前
々
回
も
質
問
し
て
お
り

ま
す
が
、
最
近
や
っ
と
国
・
東
京

都
・
八
戸
市
等
も
対
策
を
考
え
て
来
て

い
る
。
当
町
で
も
も
っ
と
大
胆
な
政
策

を
行
う
気
は
な
い
か
。

国
で
は
出
産
や
子
育
て
を
応
援
す

る
た
め
、
令
和
４
年
度
中
に
妊
娠

欠端 則夫 議員

質質

質

質

質質

答

答

答 答

答答

支
障
木
処
理
と

畜
産
事
業
計
画

田
子
町
・
三
戸
畜
産
農
協
・
北

里
大
学
の
三
者
協
定
に
つ
い
て

川
岸
の
樹
木
に
つ
い
て

 

少
子
化
（
人
口
減
少
）

対
策
に
つ
い
て

川
を
越
え
て
く
る
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
る
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イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
政
策
よ
り

も
、
無
償
化
な
ど
の
持
続
可
能

な
政
策
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

近
隣
町
村
の
状
況
は
ど
う
か
わ
か
り

ま
す
か
。

三
八
地
域
で
は
、４
つ
の
市
町
村

で
無
償
化
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

無
償
化
に
よ
る
支
援
に
よ
り
少

し
で
も
希
望
を
持
っ
て
子
育
て

を
国
の
基
準
と
同
等
合
わ
せ
て
お
り

ま
す
が
、
町
独
自
で
の
保
育
料
３
分

の
１
軽
減
事
業
な
ど
を
採
り
入
れ
、

子
育
て
に
か
か
る
負
担
軽
減
を
図
っ

て
お
り
ま
す
。
今
後
に
つ
き
ま
し
て

は
、
国
や
県
が
展
開
す
る
新
た
な
事

業
を
確
認
し
た
上
で
、
町
と
し
て
ど

の
よ
う
な
形
の
子
育
て
支
援
が
適
切

か
を
検
討
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

町
長
の
方
針
に
も
あ
り
ま
し
た

が　
“子
育
て
に
優
し
い
町
”
と

し
て
、
子
育
て
世
代
か
ら
選
ば
れ
る

町
へ
な
る
よ
う
に
様
々
な
支
援
策
を

考
え
て
い
た
だ
け
な
い
か
。

検
討
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
や
様
々
な
要
因
に
よ

る
価
格
高
騰
な
ど
、
生
活
実
態

を
鑑
み
た
う
え
で
、
学
校
給
食
を
無

償
に
で
き
な
い
か
。

子
ど
も
家
庭
庁
や
文
部
科
学
省

が
行
う
子
育
て
支
援
の
方
向
性

を
注
視
し
な
が
ら
、
精
査
・
検
討
し

適
切
に
対
処
し
て
行
き
た
い
。

無
償
化
で
き
る
方
向
で
検
討
し

て
い
る
と
考
え
て
よ
ろ
し
い
で

し
ょ
う
か
。

国
の
動
向
や
方
向
性
に
注
視
し

な
が
ら
、
議
会
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
調
査
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。

が
で
き
、
出
生
率
が
上
が
る
と
考
え

て
い
る
が
、
支
援
に
か
か
る
財
源
確

保
に
よ
り
当
町
の
財
政
状
況
が
厳
し

く
な
る
わ
け
で
は
な
い
と
思
い
ま
す

が
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

給
食
費
が
子
育
て
支
援
の
主
軸

か
と
い
え
ば
そ
う
で
は
な
く
、

大
学
卒
業
ま
で
の
長
い
ス
パ
ン
で
考

え
た
時
に
、
ど
こ
に
厚
く
支
援
す
る

か
が
大
事
だ
と
思
う
。
田
子
高
校
の

閉
校
に
伴
い
町
外
に
通
学
す
る
家
庭

へ
の
支
援
な
ど
、
様
々
な
議
論
が
必

要
だ
と
思
っ
て
い
る
。
国
で
も
義
務

教
育
へ
の
支
援
を
厚
く
す
る
方
向
に

行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
給
食
費
無

償
化
へ
向
か
っ
て
い
く
と
考
え
て
い

ま
す
。保

育
料
軽
減
の
条
件
を
、
一
律
、

世
帯
に
基
準
を
設
定
し
同
施
設

に
同
時
に
在
籍
し
て
い
な
く
て
も
２

人
目
は
半
額
、
３
人
目
は
無
償
と
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
伺
い
た
い
。

町
と
し
て
は
、
２
人
目
・
３
人

目
以
降
の
保
育
料
の
計
算
方
法

宮村 尚哉 議員

質質

質質

質

質

答 答

答答

答

答

子
育
て
世
代
か
ら

選
ば
れ
る
町
へ

学
校
給
食
無
償
化
！

　
　
持
続
可
能
な
支
援
を

先
を
見
据
え
て
い
る
か
ら
こ
そ
、

保
育
料
軽
減
支
援
を

若
い
世
代
か
ら
選
ば
れ
な
け
れ
ば
、

そ
の
先
の
展
開
も
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い

多くの方が関わり作られている
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“
行
政
か
ら
の
配
布
物
を
減
ら
し

て
も
ら
い
た
い
”、“
役
員
の
な

り
手
不
足
”、“
行
事
へ
の
参
加
者
が

少
な
い
”、“
転
入
者
の
自
治
会
未
加

入
”、“
運
営
経
費
助
成
の
拡
充
”

地
域
住
民
の
高
齢
化
、
人
口
流

出
、
会
員
の
不
参
画
等
で
永
続

が
困
難
と
な
っ
て
い
る
自
治
会
へ
の

支
援
策
は
。

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援

事
業
」
の
利
活
用
の
推
奨
や
、

自
治
会
の
負
担
軽
減
に
向
け
、
自
治

会
連
合
会
か
ら
意
見
要
望
を
聴
取

し
、
地
域
の
継
続
的
な
活
動
を
支
え

て
ま
い
り
た
い
。

自
治
会
連
合
会
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

研
修
会
に
お
い
て
、
ど
う
い
っ

た
要
望
が
出
さ
れ
、
今
後
の
自
治
会

運
営
へ
ど
の
よ
う
な
展
望
を
持
っ
て

い
る
の
か
。

等
々
、
多
く
の
要
望
・
課
題
等
が
述

べ
ら
れ
、
自
治
会
に
潜
在
・
顕
在
す

る
諸
問
題
を
承
っ
た
。
地
域
の
実
情

に
沿
っ
た
改
善
策
の
検
討
・
協
議
を

進
め
、
負
担
軽
減
を
図
り
、
持
続
可

能
な
地
域
づ
く
り
に
向
け
取
り
組
み

を
強
化
し
て
ま
い
り
た
い
。

多
く
の
自
治
会
で
は
神
社
・
仏

閣
を
擁
し
て
い
る
が
、
そ
の
運

営
、
維
持
管
理
、
改
修
・
修
繕
に
も

苦
慮
し
て
い
る
。
課
題
解
消
に
向
け

た
協
議
・
検
討
の
俎
上
に
載
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
る
が
。

行
政
の
性
質
上
、
宗
派
や
信
心

に
干
渉
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
が
、
自
治
会
の
収
支
バ
ラ
ン
ス
の

見
直
し
の
推
奨
や
、
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー

ド
等
か
ら
の
収
益
流
用
、
自
治
会
と

の
話
し
合
い
の
強
化
を
含
め
、
提

案
・
要
望
に
積
極
的
に
応
え
て
ま
い

り
ま
す
。

宇藤 大介 議員

答

答

答

多
角
的
な
加
配
を

町
内
自
治
会
団
体
へ
の

支
援
体
制
に
つ
い
て

全
国
的
に
も
人
手
不
足
は
大
き
な
問
題
と
な

り
、
移
住
・
定
住
に
も
深
く
関
わ
っ
て
く
る

自
治
会
単
位
で
の
維
持
管
理
に
も
限
界
が

質質

質
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こ
れ
ら
の
３
施
設
は
、
観
光
振
興

の
重
要
な
役
割
を
担
う
施
設
。
観
光

振
興
計
画
の
成
案
を
作
成
し
、
交
流

人
口
・
関
係
人
口
・
応
援
人
口
の
増

大
に
向
け
て
検
討
。

０
万
９
千
円
の
人
的
支
援
を
行
っ
て

い
る
。

　

タ
ッ
コ
・
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
・
マ
ー

ケ
ッ
ト
は
将
来
的
な
町
内
産
直
施
設

の
一
本
化
や
集
約
化
を
目
指
し
た
も

の
。
田
子
町
直
売
所
連
絡
会
議
を
新

た
に
設
立
し
、
協
議
検
討
を
進
め
て

い
く
。

　

生
産
・
加
工
・
流
通
・
販
売
の
体

制
づ
く
り
を
行
う
活
動
拠
点
と
位
置

付
け
る
。

主
要
３
施
設
（
創
遊
村
、
ロ
ッ

ジ
カ
ウ
ベ
ル
、
み
ろ
く
館
）
の

近
年
の
投
資
額
は
１
億
９
４
２
６
万

２
千
円
で
す
。
今
後
の
投
資
必
要
額
、

運
営
上
必
要
経
費
（
人
件
費
含
む
）、

経
営
計
画
を
提
示
し
、
損
益
分
岐
点

を
示
せ
。

現
在
概
算
費
用
を
算
定
し
た
も

の
が
な
い
。

　

運
営
上
必
要
経
費
は
、
創
遊
村
は
、

年
間
５
８
０
万
円
の
指
定
管
理
料
で

管
理
委
託
。
ロ
ッ
ジ
カ
ウ
ベ
ル
は
、

年
間
２
４
０
万
円
の
指
定
管
理
料
で

管
理
委
託
。
み
ろ
く
館
は
水
道
光
熱

費
で
６
４
１
万
３
千
円
プ
ラ
ス
人
件

費
。
今
後
、
物
価
高
騰
分
は
指
定
管

理
と
協
議
し
対
応
す
る
。

道
の
駅
構
想
の
現
在
地
。

タ
ッ
コ
・
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
・
マ

ー
ケ
ッ
ト
の
経
営
状
況
、
今
後
の
展

望
。
今
後
必
要
な
措
置
、
町
内
類
似

施
設
と
の
関
係
性
、
直
売
施
設
の
位

置
づ
け
、
期
待
す
る
効
果
。

道
の
駅
構
想
の
施
設
建
設
は
凍

結
。
し
か
し
、
道
の
駅
構
想
に

掲
げ
る
計
画
は
継
続
し
て
取
組
む
。

産
直
施
設
は
地
域
振
興
施
設
と
し
て

位
置
づ
け
る
。

　

タ
ッ
コ
・
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
・
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
１
月
末
現
在
の
収
入
額
は
、

３
４
１
６
万
９
千
円
で
計
画
比
79
・

０
％
、
支
出
額
は
３
１
２
８
万
８
千

円
で
計
画
比
72
・
３
％
、
会
員
は
現

在
79
名
、
１
人
当
た
り
の
平
均
販
売

売
上
は
36
万
円
。
５
２
８
万
５
千
円

で
販
売
業
務
に
係
る
職
員
１
名
を
一

般
財
団
法
人
田
子
町
に
ん
に
く
国
際

交
流
協
会
に
業
務
委
託
。
町
会
計
年

度
任
用
職
員
２
名
が
経
理
業
務
等
運

営
サ
ポ
ー
ト
。
今
年
度
予
算
額
７
２

尾形 憲男 議員

答

答

コ
ロ
ナ
後
を
見
据
え
た

取
り
組
み
を

観
光
と
観
光
施
設
に
つ
い
て

直
売
施
設
の
在
り
方
に
つ
い
て

観
光
案
内
の
拠
点
と
し
て

こ
れ
か
ら
の
展
開
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る

質

質
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町
立
小
中
学
校
の
給
食
費
の
無

償
化
は
。

こ
ど
も
家
庭
庁
や
文
部
科
学
省

が
行
う
子
育
て
支
援
の
方
向
性

を
注
視
し
な
が
ら
、
適
切
に
対
処
し

た
い
。医

療
・
福
祉
施
設
等
物
価
高
騰

対
策
に
お
け
る
当
町
の
事
業
所

等
へ
の
町
独
自
の
支
援
策
は
。

町
単
独
で
の
支
援
は
、
今
後
の

物
価
高
騰
の
状
況
や
国
、
県
の

動
向
を
注
視
し
な
が
ら
対
応
す
る
。

冬
期
間
の
除
排
雪
と
流
雪
溝
等

の
整
備
計
画
は
。

現
状
で
は
整
備
で
き
る
集
落
・

地
区
は
見
当
た
ら
な
い
こ
と
か

ら
流
雪
溝
・
融
雪
溝
の
整
備
計
画
は

な
い
。現

在
、
流
雪
溝
が
整
備
さ
れ
て

い
る
集
落
の
現
状
及
び
小
型
除

雪
機
の
集
落
へ
の
貸
与
状
況
は
。

流
雪
溝
の
整
備
状
況
は
７
地
区
・

集
落
が
整
備
済
み
。
小
型
除
雪

機
の
集
落
へ
の
貸
与
状
況
は
９
自
治

体
へ
貸
与
済
み
。

町
立
小
学
校
統
合
に
よ
る
校
舎

等
の
利
活
用
方
法
は
。

上
郷
・
清
水
頭
両
地
区
の
地
域

に
と
っ
て
持
続
可
能
な
利
活
用

の
方
法
を
協
議
検
討
を
進
め
る
。

町
内
全
戸
配
布
に
よ
る
医
療

職
・
介
護
職
員
の
募
集
状
況
は
。

こ
れ
ま
で
看
護
師
６
名
を
採
用
。

依
然
と
し
て
人
員
不
足
で
あ
る

た
め
今
後
と
も
医
療
従
事
者
の
確
保

に
努
め
る
。

山崎 美代志 議員

答

答

答答

答答

子
育
て
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
を

教
育
に
つ
い
て

保
健
・
医
療
・
福
祉
に
つ
い
て

生
活
環
境
に
つ
い
て

閉校により田子小へ統合

都
市
集
中
型
と
な
り
地
方
で
の

人
員
確
保
は
容
易
で
は
な
い

質

質質

質

質質
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農
業
経
営
の
安
定
と
地
域
農
業

の
発
展
に
向
け
た
支
援
は
。

町
の
農
業
振
興
の
方
針
を
策
定

し
た
「
田
子
町
農
業
振
興
計
画

書
」
を
令
和
３
年
３
月
に
策
定
し
、

本
計
画
書
で
は
「
魅
力
あ
る
田
子
育

ち
の
農
業
を
目
指
す
」
こ
と
を
大
き

な
方
針
に
掲
げ
、
こ
の
方
針
を
実
現

す
る
こ
と
が
、
農
業
経
営
の
安
定
と

地
域
農
業
の
発
展
に
つ
な
が
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

町
独
自
の
新
規
就
農
者
確
保
支

援
対
策
と
し
て
就
農
定
着
に
必

要
な
資
金
的
な
支
援
は
。

国
で
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
新

規
就
農
者
の
定
着
を
目
指
し
て

田
子
町
の
人
口
減
少
が
加
速
す

る
な
か
町
税
や
国
か
ら
の
地
方

交
付
税
の
減
少
が
予
想
さ
れ
る
が
、

よ
り
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
「
田
子
町
の
将
来
」
を
ど
う
描

い
て
い
る
の
か
。

町
税
を
増
や
す
大
き
な
柱
と
し

て
、
産
業
を
活
性
化
し
、
長
期

的
・
安
定
的
な
基
盤
を
作
る
こ
と
が

必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
安
心
し
て

働
く
場
が
あ
る
こ
と
で
、
自
律
あ
る

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
く
。

資
金
的
な
支
援
事
業
を
開
始
し
た

が
、
年
々
採
択
条
件
や
予
算
の
変
更

な
ど
が
毎
年
の
よ
う
に
行
わ
れ
、
当

町
で
も
相
談
件
数
に
応
じ
た
採
択
が

で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
令
和
５

年
度
か
ら
町
単
独
事
業
と
し
て
「
新

規
就
農
者
定
着
支
援
事
業
」
を
創
設

し
た
。た

っ
こ
に
ん
に
く
の
生
産
拡
大

に
向
け
た
支
援
策
な
ど
「
田
子

町
の
農
業
の
将
来
」
に
つ
い
て
の
具

体
策
は
。

に
ん
に
く
作
付
け
面
積
確
保
対

策
事
業
と
Ｃ
Ａ
冷
蔵
庫
使
用
料

の
上
乗
せ
補
助
に
よ
り
、
物
価
高
騰

に
も
関
わ
ら
ず
、
昨
年
度
並
み
の
栽

培
面
積
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
新
た
に
「
た
っ
こ
に
ん
に
く
産

地
力
強
化
戦
略
」
を
策
定
し
、
更
な

る
振
興
を
図
っ
て
い
く
。
今
後
は
に

ん
に
く
に
代
わ
る
作
物
な
ど
の
研
究

に
も
取
り
組
ん
で
い
く
。

山崎 美代志 議員

答

答答

答

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て

田
子
町
の
産
業
の
活
性
化
は

田
子
町
の
展
望
は

質質

質

質

施政方針に対する質問について
施政方針とは、町長が町政の基本方針や政策
について明らかにするものです。

選ばれる町、“田子町” となるためには
様々な施策を展開し、若い世代が増える

ことを期待したい

小
中
学
校
卒
業
式

定
例
会
／
審
議
結
果

一
般
質
問
／
施
政
方
針
へ
の
質
問

予
算
特
別
委
員
会

議
員
活
動

P2〜P3

P4

P5〜P11

P12〜P13

P14〜P15
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令和５年度当初予算を認定

項目
令和５年度

予算額（千円） 構成比 前年比

総務費 914,397 18.3% 96.1%
民生費 1,120,358 22.4% 104.9%
衛生費 519,793 10.4% 101.8%
農林水産業費 423,688 8.5% 103.0%
商工費 233,246 4.7% 99.0%
土木費 421,334 8.4% 118.4%
消防費 234,015 4.7% 131.2%
教育費 495,333 9.9% 110.5%
公債費 533,821 10.7% 104.5%
その他 100,015 2.0% 71.8%
合計 4,996,000 100.0% 103.9%

一般会計　歳出

総額：49億9600万円
（前年比 /103.9％）

予算額：５８８０万円 予算額：３５００万円

せせらぎの郷改修 消防ポンプ車購入

主な歳出（抜粋）

小
中
学
校
卒
業
式

定
例
会
／
審
議
結
果

一
般
質
問
／
施
政
方
針
へ
の
質
問

予
算
特
別
委
員
会

議
員
活
動

P2〜P3

P4

P5〜P11

P12〜P13

P14〜P15
※ポンプ車写真：他自治体導入事例

総務費
18%

民生費
22%

衛生費
10%

農林水産業費
9%

商工費
5%

土木費
８%

消防費
5%

教育費
10%

公債費
11%

その他
2%
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令和５年度予算特別委員会 令和５年度当初予算を認定

財
源 項目

令和５年度
予算額（千円） 構成比 前年比

自　

主

町税 482,375 9.7% 103.1%
分担金及び負担金 25,648 0.5% 94.5%
諸収入 80,095 1.6% 102.2%

依　

存

国庫支出金 380,431 7.6% 93.2%
県支出金 303,454 6.1% 100.5%
地方交付税 2,368,000 47.4% 97.0%
地方譲与税 105,453 2.1% 96.1%
町債 471,700 9.4% 111.7%
地方消費税交付金 128,398 2.6% 107.2%
その他 650,446 13.0% 150.0%
合計 4,996,000 100.0% 103.9%

自主財源 588,118 13.5% 102.6%
依存財源 3,757,436 86.5% 98.8%

一般会計　歳入

総額：49億9600万円
（前年比 /103.9％）

令和５年度当初予算について、予算特別委員会を設置
し３月８日から10日までの日程で審査しました。委
員長に宮村尚哉議員が、副委員長に欠端則夫議員が選
出され、厳正な審査が行われました。

収益的収入及び支出
歳入：１億６６４６万円
歳出：１億６３７０万円

国民健康保険事業
歳入：８億１７７０万円
歳出：８億１７７０万円

介護保険事業
歳入：９億７３３０万円
歳出：９億７３３０万円

資本的収入及び支出
歳入：１億６４４４万円
歳出：２億４５６０万円

後期高齢者医療
歳入：８４２０万円
歳出：８４２０万円

診療所及び老健施設
歳入：４億３２６０万円
歳出：４億３２６０万円

企業会計（水道事業） 特別会計

特別会計

小
中
学
校
卒
業
式

定
例
会
／
審
議
結
果

一
般
質
問
／
施
政
方
針
へ
の
質
問

予
算
特
別
委
員
会

議
員
活
動

P2〜P3

P4

P5〜P11

P12〜P13

P14〜P15

地方交付税
47%

地方譲与税
2%

町債
9%

その他
13%

町税
10%

諸収入
2%

国庫支出金
8%

県支出金
6%

地方消費税交付金
2%

分担金及び負担金
0%
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世紀越えトンネル国会議員・国土交通省要望活動
令和５年１月１７日、１８日

総務・文教常任委員会　島田市視察
令和５年１月２５日～２７日

　

秋
田
県
鹿
角
市
と
青
森
県
田
子
町
を
結
ぶ
「
世
紀
越
え
ト
ン
ネ
ル
」
早
期
着
工
に

向
け
て
秋
田
、
青
森
両
県
選
出
国
会
議
員
と
国
土
交
通
副
大
臣
石
井
浩
郎
氏
へ
要
望

活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。「
世
紀
越
え
ト
ン
ネ
ル
」
は
、
様
々
な
交
流
が
期
待
さ
れ
、

日
本
海
側
と
太
平
洋
側
の
横
軸
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
と
し
て
の
役
割
も
大
き
く
、
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
っ
て
き
た
方
々
の
思
い
を
し
っ
か
り
と
受
け
継
ぎ
、
近
隣
市

町
村
と
と
も
に
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
（
澤
口　

勝
）

　

静
岡
県
島
田
市
へ
、

子
ど
も
館
、
廃
校
利
用

に
つ
い
て
視
察
を
行
い

ま
し
た
。
島
田
市
で
は

“
こ
ど
も
の
居
場
所
を

整
備
し
、
子
ど
も
・
保

護
者
・
家
族
と
多
世
代

が
集
ま
る
こ
と
で
中
心

市
街
地
に
新
た
な
賑
わ

い
を
創
出
す
る
”
を
目

的
と
し
、
老
朽
化
し
た

児
童
セ
ン
タ
ー
に
代
わ

り
中
心
市
街
地
交
流
拠

点
施
設
を
建
設
す
る

際
、
児
童
館
機
能
の
あ

る
施
設
を
新
た
に
設
置

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

廃
校
利
用
に
つ
い
て
は

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に

よ
り
提
案
者
を
選
定

し
、
民
間
企
業
に
よ
り

グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設
を

運
営
し
て
い
る
。
ど
ち

ら
も
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
活
性
化
や
地
域
振

興
に
繋
が
る
事
を
目
標

と
し
住
民
と
と
も
に
考

え
、
進
め
て
い
た
。

（
宮
村　

尚
哉
）

秋田、青森、近隣市町村と共に早期着工へ向けて確実に歩みを進める

子育て世代が求めることを実現する行動力が必要となる

津島淳衆議院議員 滝沢求参議院議員

小
中
学
校
卒
業
式

定
例
会
／
審
議
結
果

一
般
質
問
／
施
政
方
針
へ
の
質
問

予
算
特
別
委
員
会

議
員
活
動

P2〜P3

P4

P5〜P11

P12〜P13

P14〜P15
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○
実
施
日　

２
月
７
日

教
育
課

　

教
職
員
住
宅
使
用
料
条
例
の
一
部
改
正
や

教
育
委
員
会
委
員
の
再
任
及
び
英
語
指
導
助

手
の
着
任
、
ま
た
小
学
校
統
合
後
の
上
郷
小

学
校
清
水
頭
小
学
校
の
校
舎
や
敷
地
等
の
活

用
方
法
に
つ
い
て
地
域
懇
談
会
を
開
催
す
る

旨
説
明
が
あ
っ
た
。

総
務
課

　

令
和
５
年
度
当
初
予
算
と
３
月
補
正
予
算

の
概
要
、
田
子
町
タ
プ
コ
ピ
ア
ン
プ
ラ
ザ
及

び
田
子
町
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
に
係
る

指
定
管
理
者
の
指
定
、
ま
た
消
防
団
第
６
分

団
の
ポ
ン
プ
車
購
入
や
条
例
改
正
案
に
つ
い

て
説
明
が
あ
っ
た
。

政
策
推
進
課

　

令
和
５
年
度
八
戸
圏
域
連
携
中
枢
都
市
圏

に
関
わ
る
追
加
予
定
事
業
の
ほ
か
、
負
担
金

事
業
や
振
興
基
金
充
当
事
業
に
つ
い
て
そ
れ

ぞ
れ
説
明
が
あ
っ
た
。

住
民
課

　

小
学
校
統
合
後
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

運
行
に
つ
い
て
経
路
の
見
直
し
、
ま
た
地
域

安
全
に
係
る
活
動
状
況
と
交
通
死
亡
事
故
ゼ

ロ
９
年
を
達
成
し
、
県
知
事
表
彰
を
受
賞
し

た
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

税
務
課

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
任
期

満
了
に
伴
う
再
任
や
、
３
月
補
正
予
算
で
市

町
村
民
税
に
お
け
る
所
得
割
等
に
つ
い
て
増

額
補
正
す
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

○
実
施
日　

２
月
８
日

診
療
所
・
老
健
施
設

　

医
師
の
体
制
は
県
か
ら
１
名
を
派
遣
、
２

名
体
制
を
維
持
し
専
門
医
に
よ
る
診
療
科
目

は
、整
形
外
科
、小
児
科
、泌
尿
器
科
、皮
膚

科
の
支
援
を
い
た
だ
く
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

地
域
包
括
支
援
課

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
状

況
と
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
状
況
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

住
民
課

　

国
の
新
設
事
業
と
し
て
出
産
子
育
て
応
援

交
付
金
事
業
を
創
設
し
、
対
象
者
に
対
し
て

支
援
を
行
う
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

建
設
課

　

今
年
度
の
町
道
に
係
る
工
事
進
捗
状
況
報

告
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
工
事
が
完
成
済
み
で

あ
り
、
残
さ
れ
た
工
事
に
つ
い
て
も
順
調
に

進
ん
で
い
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

産
業
振
興
課

　

農
業
後
継
者
対
策
に
つ
い
て
、
令
和
５
年

度
よ
り
町
単
独
事
業
と
し
て
「
新
規
就
農
者

定
着
支
援
事
業
」
を
創
設
し
、
さ
ら
な
る
新

規
就
農
希
望
者
の
確
保
と
定
着
を
図
る
と
説

明
が
あ
っ
た
。

商
工
振
興
課

　
「
家
族
の
き
ず
な
便
」
及
び
商
工
振
興
課

取
り
扱
い
分
の
産
業
支
援
給
付
金
の
実
績
報

告
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

産
業
振
興
課

　

農
業
委
員
及
び
農
地
利
用
最
適
化
推
進
員

の
任
期
が
７
月
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
公
募
に

向
け
て
計
画
を
進
め
て
い
る
と
の
説
明
が
あ

っ
た
。

【構成委員】	 宮村尚哉委員長　宇藤大介副委員長　尾形憲男委員
	 欠端則夫委員　　北田騰委員

【構成委員】	 欠端則夫委員長　宮村尚哉副委員長　椛本義見委員
	 山崎美代志委員　澤口勝委員

【構成委員】	 宇藤大介委員長　尾形憲男副委員長　蹴揚清人委員
	 北田騰委員　　　澤口勝委員

協
　
　
議

○
実
施
日　

２
月
21
日

　

３
月
３
日
開
会
の
令

和
５
年
第
１
回
定
例
会

の
議
事
日
程
に
つ
い
て
。

議
会
広
報
編
集
委
員
会

○
実
施
日　

12
月
27
日

　

議
会
だ
よ
り
第
１
１

４
号
の
内
容
確
認
、
誤

字
・
脱
字
・
レ
イ
ア
ウ

ト
に
つ
い
て
校
正
を
行

い
、
令
和
５
年
１
月
26

日
に
議
会
だ
よ
り
を
発

行
し
ま
し
た
。

○
実
施
日　

２
月
21
日

　

議
会
だ
よ
り
１
１
５

号
の
構
成
、
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
に
つ
い
て
協
議

し
、
担
当
者
を
割
り
振

り
、
順
次
業
務
を
行
っ

て
い
く
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

議会運営委員会（議会広報編集委員会）

総務・文教常任委員会

産業・民生常任委員会

小
中
学
校
卒
業
式

定
例
会
／
審
議
結
果

一
般
質
問
／
施
政
方
針
へ
の
質
問

予
算
特
別
委
員
会

議
員
活
動

P2〜P3

P4

P5〜P11

P12〜P13

P14〜P15
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一部事務組合とは？

　

早
い
春
の
訪
れ
が
今
年
の

作
柄
に
ど
の
よ
う
に
影
響
を

与
え
る
の
か
気
に
な
り
ま
す

が
、
３
年
間
猛
威
を
振
る
っ

て
き
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
終
息
を
迎
え
つ
つ
あ
り
、

日
常
に
戻
り
町
民
の
皆
様
に

は
地
域
活
動
を
活
発
に
行
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
さ
て
、
先
般
開
催

さ
れ
た
３
月
議
会
は
、
任
期

最
後
の
議
会
と
な
り
一
般
質

問
の
在
り
方
に
課
題
が
残
り

ま
し
た
が
、
町
民
の
皆
様
方

の
生
活
・
活
動
に
直
結
す
る

令
和
５
年
度
田
子
町
予
算
が

充
分
な
審
議
を
経
て
可
決
さ

れ
ま
し
た
。「
ひ
と
が
輝
き
ま

ち
が
輝
く
活
力
と
笑
顔
が
あ

ふ
れ
る
ま
ち
」
の
実
現
に
向

け
た
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

適
正
か
つ
着
実
な
予
算
の
執

行
を
望
む
も
の
で
す
。

（
北
田　

騰
）

発
行
・
編
集
責
任
者　
　
　

　

議
長　
　
　
　

澤
口　
　

勝

　

議
会
広
報
編
集
委
員
会

（
１
１
５
号
）

　

委
員
長　
　
　

宮
村　

尚
哉

　

副
委
員
長　
　

宇
藤　

大
介

　

委
員　
　
　
　

尾
形　

憲
男

　
　
　
　
　
　
　

欠
端　

則
夫

　
　
　
　
　
　
　

北
田　
　

騰

　

執
筆
協
力
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　複数の市町村等の地方公共団体がその事務の一部を共同処理することを目的として設
置された団体です。組合議会の議員は各市町村の議会議員や各市町村の長が務めること
とされ、組合ごとに定数が決まっています。

　三戸町、田子町、南部町をもって組織
され、ゴミ処理場、し尿処理場、葬祭場
の運営などに関する事務を共同で処理す

る一部事務組合。

※愛玩動物（ペット）の火葬施設が
　４月からご利用になれます。
問：三戸地区環境整備事務組合事務局 
　　☎２３－０５６７

三戸地区環境整備事務組合

田子高原広域事務組合

八戸広域市町村圏事務組合

　田子町、三戸町、五戸町、南部町、新郷村
をもって組織され、田子高原地区牧野の設置、
管理、運営に関する事務を共同で処理する一
部事務組合。

　八戸市、三戸町、五戸町、田子町、南部町、
階上町、新郷村、おいらせ町をもって組織さ
れ、八戸地域市町村圏計画に基づく事業、消防、
介護保険、ゴミやし尿の処理などに関する事
務を共同で処理する一部事務組合。


